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いよいよ２学期が始まりました。２学期は１年間の中で最も長い学期となりますが、運動会や合

唱祭などの大きな行事があったり、キャリア学習・平和学習・進路学習があったりするなど、仲間

とともに１つのことを成し遂げる機会や自己の生き方について深く考えるきっかけになる場面な

ど、大きく成長できる学期になることでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

それぞれの学年・学級が２学期の学校生活が始まることを受け、温かく生徒の皆さんをむかえました 

 

 

 

２学期始業式では、各学年の代表生徒が２学期の抱負をお話しした後、校長先生から夏季休業期

間に二中ならではの素晴らしさを感じた機会についてお話がありました。 

２学期も充実した学期になるよう、「自立」と「共生」の実現に努めていきましょう。 
☆裏面に校長先生の２学期始業式のお話を掲載しております。 

 
                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年代表 大森 湊斗 さん ２年代表 五十嵐湖子 さん ３年代表 大瀧 珠利 さん 



0７/08/22      令和７年度 2学期始業式の話              

今日から２学期が始まります。まずは皆さんがこうして元気な姿を見せてくれたことを、心から嬉しく思います。さらに嬉

しかったのは、皆さんの朝の挨拶です。１学期の後半のプラスタイムで、生徒会の皆さんからあいさつについての問題提

起がありましたが、それをきっかけに、あいさつがとても良くなっていたのです。具体的に言うと、先生や執行部の皆さん

よりも先に、自分からあいさつをする人が増えて、とてもうれしく思っていました。でも、夏休みを挟んで、せっかく良くな

ったあいさつのレベルが下がってしまうのではないかと心配していたのですが、今朝も自分からあいさつする人がたくさ

んいて、うれしい２学期のスタートとなりました。 

さて、皆さんはどんな夏休みを過ごしましたか？ 

私はこの夏、二中ならではの素晴らしさを改めて感じる機会がたくさんありました。 

まず、夏休みに入ってすぐ、鹿児島市立武中学校との交流に参加しました。先ほど佐藤ゆず菜さんや髙田蒼介さんから

報告があった通り、武中の皆さんから盛大な歓迎を受け、私は嬉しさを通り越して、感激しっぱなしの３日間でした。 

鶴岡市と鹿児島市のように、もともと敵だった都市が友好関係を築き、さらに中学校同士が「兄弟校」として交流してい

るのは、全国でも、世界でも非常に珍しいことです。二中と武中は世界的にも珍しい特別な関係の学校なのだというこ

とを、皆さんには知って欲しいです。 

２年後、今の１年生が３年生になる頃には、武中の皆さんが二中を訪れる予定です。その時に「二中と交流できてよかっ

た」「これからも兄弟校として仲良くしたい」と思ってもらえるよう、今から準備を始めていきましょう。 

次に、８月９日に「鶴岡市平和の集い」に参加しました。３年生の代表生徒による広島修学旅行での学びの発表があり

ました。皆さんは１学期の終業式で聞いた内容です。今回も素晴らしい発表で、会場では涙を流す方もいらっしゃいまし

た。 

鶴岡市の教育長さんも参加されていて、月曜日にあった鶴岡市内の校長先生が集まる会議で、教育長さんのお話の最

初に「二中生の姿に感激した」とお話しされました。なぜこのように多くの方の心に届いたのか。それは、二中の平和学

習が“本物”だからだと私は思います。 

広島に行く「ついで」に平和学習をするのではなく、「平和学習のために」広島に行く。それが二中の修学旅行です。２年

生の皆さんも、すでに１学期から平和学習を始めています。こんなにしっかりと取り組んでいる学校は、県内でも二中が

一番だと私は思っています。 

そして、８月１６日早朝に行われた赤川花火の片付けボランティア。朝６時という早い時間にもかかわらず、５０名を超

える二中生が集まってくれました。２時間の作業は決して楽ではありませんでしたが、多くの生徒が自主的に参加し、関

係者の皆さんから感謝の言葉をたくさんいただきました。 

中には２年連続、３年連続で参加している生徒もいて、私はとても感激しました。大変な作業だと分かっていても、「人

手が必要だから自分が手伝おう」と考えて行動する。そんな生徒が増えれば、二中はもっと素晴らしい学校になります。 

この姿勢は、日々の清掃や給食準備にも表れてくるはずです。「大変そうだから自分がやる」 

「困っていそうだから自分から手伝う」 ２学期は、そんな皆さんの姿をたくさん見られることを 

楽しみにしています。それでは、一年で一番長い２学期を、皆さんで充実させていきましょう。 



 


